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８月２２日、夏休みも終わり、前期の後半がスタートしました。

手に手に大きな荷物を抱え、日焼けした顔で元気に登校する子どもたちを見て安心しました。

さて、興奮と感動を与えた「リオ五輪」が閉幕しました。レスリングで郷土出身の伊調馨選手は４連覇

で金メダル、太田忍選手は銀メダル。さらに、体操や卓球、バドミントンなど日本選手団のロンドン五輪

を上回る大活躍が光りました。卓球の福原愛選手のインタビューには涙をもらいました。

金メダルの数、獲得メダルの総数が過去最高というのは、選手の活躍や競技力向上の目安として喜ばし

いことですが、もっと賞賛すべきことは選手一人一人の競技と向き合う姿勢にあると思いました。銀や銅

メダルで悔しがる選手もいれば、自分の最高のタイムや演技で８位以内に入賞し涙を流して喜ぶ選手もい

ます。それは、喜びや達成感は、自分の「目標」を達成したかどうかにあるということを示しています。

また、試合後のインタビューでは、どの選手も自分を支えてくれた仲間、家族、コーチ、そして応援し

てくれた人々への感謝の言葉を忘れませんでした。試練を乗り越えた者は、常に謙虚であることをあらた

めて思い知らされました。選手たちのコメントに共通していることが２つあると思います。

１．明確な目標をもっている

・それが、厳しい練習にも耐えうるメンタル（精神）の

強さを生んでいる。

・それが、敗れた後の気持ちの切り替えの速さにもつ

ながっている。

２．人間性が磨かれている

・それが、第一声の人々への感謝の言葉に表れている。

・それが、最後まで諦めない姿勢や強いチームプレーを

つくっている。

いつも町畑の子どもたちに話している『よい目標と感謝の

気持ち』をもつことが、人間の成長のためにほんとうに大事

であることを、オリンピック選手が教えてくれました。

９月３０日に前期の通信簿をもらうまで、あと１ヶ月と少し。クラスの仲間とともに勉強にスポーツに

読書にがんばってほしいと思っています。

校長 蔦 林 洋 司

夏空の校庭で「夏休み明け集会」

夏休みには子どもたちに恒例のプールカードが渡されます。学校では健康のため「５回以上」行くこ

とを勧めていました。自分で目標を決め、時間を見つけてたくさん通った子どもたちがいました。

【１年生】山田奈々（19回）澤内瑛人・水梨琉偉（18回）尾崎裕柊（18回）

【２年生】井上空（28回）山本彩絢（18回）成田彩透（17回）

【３年生】山田彩矢（18回）早野綾莉・千田瀬愛・小野れいな（17回）箱石結依（16回）

【４年生】川村未音（20回）田中うらら（16回）／【６年生】髙田梨央奈（19回）桶本望来（18回）

★５年生の久我泰世くんは数え切れないくらい練習し、学童水泳大会（背泳ぎ）で好成績を収めました。

記録は次号で紹介します。 （紙面の都合で１６回以上通った子どもたちに限りました）

日 月 火 水 木 金 土

８／２８ ２９ ３０ ３１ ９／１ ２
クラブ活動
（前期反省）

５ ６ ７ ８ ９
★引落日 全校朝会

（プール納め） 委員会活動
◇職員会議

１２ １３ １４ １５ １６
パワーアップ 市内陸上予備日 音楽朝会
テスト算数 ふれあいタイム クラブ活動

◇職員研修

１９ ２０ ２１ ２２ ２３
全校朝会 登校立哨指導

敬老の日 （校長講話） 秋分の日 ～30日まで
◇職員研修

２６ ２７ ２８ ２９ ３０
振替休業 こころの劇場 全校朝会 前期終業式
（バザー） (公会堂６年生) （各種表彰） 委員会活動

◇職員研修

１０４

２４

２５

１８

１０／１

３

１１ １７

家庭学習がんばり週間
8/29(月)～9/4(日)まで

親子早朝
奉仕作業

市内小学校
陸上記録会
(５･６年選手)

避難訓練
（引渡し訓練）

参観日
バザー

「遠野市・紫波町を訪問して」
６年 北村あやめ

結団式のとき、市内の各小学

校の代表の人と初めて会ってグ

ループを作りました。私は不安

で、友だちができるかとても心

配でした。ふだん学校では男女

関係なく話したり遊んだりする

けれど、このときは学校と同じ

ようにはできないと思いました。でも、みんなと

一緒に活動をするうちきんちょうもなくなり、い

つもの自分になりました。

７月２６日から３日間、遠野市を訪問して南部

藩だった頃から続く人々の歴史や伝統、知恵を学

びました。私はそれを受けつぎ、よく考え工夫し

て伝えていくことが、大切なことだと思いました。

八戸に帰ってからの報告会では、私は原稿を読

まずアドリブを付け足して発表することができま

した。ほかの班の報告では、南部弁で遠野物語を

語ったり、市長さんにカッパをつかまえてほしい

とお芝居のように話しかけたりして、工夫されて

いてとてもおもしろくて感心しました。

８月５日（金）八戸市総合教育センター

「いじめ防止対話集会」に参加して

６年 大江 舞

私は、グループでの意見交

換が心に残っています。今ま

で年れいや体格差は別として

１対１なら「けんか」、１対２

以上なら「いじめ」だと思っ

ていました。しかし、他の学

校の人の意見は、１対１でも一方がいじめだと

思ったらいじめなんだという意見で、私にはな

い考えでした。いじめを止めさせるには、気が

ついた人や見た人が、先生や友達に相談する勇

気が必要です。私もその勇気をもち、町小にい

じめが起きないようにしたいと思いました。

５年 一戸 陽菜

私はこの集会に参加して、人そ

れぞれいろんな意見があってとて

も勉強になりました。私は町小の

計画委員なので、いじめをなくす

標語を募集してみんなに広めたい

と思いました。また、何気ない悪口でも、そこ

からいじめが始まるかも知れないので、みんな

で気をつけなければならないと思いました。

夏休み作品展
8/25～9/1まで

町畑地区
運動会

町畑地区
敬老会

第二桜ヶ丘
敬老会


